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シェ リングはそ の思 想的展 開の最 終 局面で ある所 謂 「積極哲学 」の 時期 の諸講義 にお

いて神 による世界 創造 について論 じてい る。 この世 界創 造論 は彼 が補 足 と改 訂 を繰 り返

しなが ら も己の哲 学体 系 の一 部 と して保 持 し続 けた 「自然哲 学」(「 自然 過程 」 の叙

述)の 最終 的な根拠 づけ と見なす ことがで きる。す なわちシ ェリングは この時期 に 「自

然過程」 を神 との 関係 におい て、単 なる 自然界 の産 出過程 としてで は な く、 よ り広 い視

野の なかで神 によ る 自然界 の産出過 程 と して、つ ま り神 に よる世 界創 造 の過程 と して把

握 しなお してい る と見ることが で きる。本論文 は この ような観 点か ら 「積極 哲学」 の時

期 に定位 し、神 との関係 における 「自然過程」 とい うことを闘題 と して取 り上 げ、 シェ

リングが 「自然過 程」 を神 との関係 におい てはいか な る もの として思 惟 してい るの か を

明 らかにす る こ とを 目的 とす る。 その際 に 「自然 過程」 の叙 述 の内 に とどまる限 りでは

明 らかにな らない それの根源 的相貌 が有効 に描 出 され るよ うに、 「自然過 程」の本 質的

構造 を まず それ に 内在的 な見地か ら見て お きたい。 シェリ ング自身が 同 じ時期 に本 来の

体系 の予 備部 門に あた る別 の講 義に おい てこの こと を行 ってい る。次 いで 「積極哲学」

の時期 の諸講義 の 中か ら、 それが最 も詳細 であ るとい う理 由に よ り、 オ リジナ ル版全 集

に収 め られ ている 『啓示の哲学 』 を選び、 そこでの 世界創造論 の内容 を凝縮 して呈示 す

るこ とを通 して本来の課題 を果た したい。

1

「自然過程(NaturproceB)」 とは 自然界 の産 出過 程の謂である。最 も具体的な相において

見られ るな らばそれ は時空 と単 なる質料 に始 ま り非有 機 的物体界 を経 て有機 的生命 の世

界へ と至 り人間の意識 において完結す る過程 であ る(Vgl."DarstellungdesNaturprocesses"

1-10-301-390)。 しか しこの 「自然過 程」 はその本質にお いて見 られ るな らば 「実在 的な

もの(客 観 的な もの)」 の 「優勢」 か ら 「観念 的な もの(主 観 的 な もの)」 の 「優 勢」

へ の進行で ある。 つ ま り 「自然過程 」 とは 「観念 的 な もの」 に対す る 「実在 的な もの」
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の決定的 な 「優 勢 」 とい う始 め と 「実在 的な もの」 に対 す る 「観念 的 な もの」 の決定的

な 「優 勢」 とい う終 わ りとの間 に展 開され る 「観念 的な もの」が段 階 的 に 「実在 的な も

の」 に対 して 「優 勢」 にな ってい く過程 であ る。 そ れ故 「自然過程」 の系列 の内に は単

なる 「観念 的な もの」 とか単 な る 「実在 的な もの」 とい うような もの は現れ ない。 この

系列 は 「観念 的な もの」 と 「実在的 な もの」 との両 面 を持つ もの(そ れ故単 な る 「観念

的な もの」 で も単 なる 「実 在的 なもの」 で もない もの)か ら構成 されて いるのであ る。

しか しよ り一 層根 源的 な視 点 を採 り原理 とい う観点 か ら見るな らば、 この ような本質 を

持 つ 「自然過程」 は次の三 つの原理 の所 産 として把 握 されてい る。 第 一の原理 は 「自然

過程」 の系列 の内 に現れ る ものの基 体の役割 を果た している 「実在 的 原理 」 と呼 ばれる

原理 であ る。 「自然過程」 の系列の 内 に現 れる もの の基体 は単 な る 「実在 的 な もの」 で

あ る とされ る。 「自然過程」 におい て はこの単 な る 「実在 的な もの」 は既 に他の原理 の

作用 を被 るこ とによって何 らか の程度 におい て 「観念的な もの」 と して現 れ 「自然過程」

の内へ純 粋 なか た ちで現れ るこ との 決 してない もの であ る。 したが っ てここ にこの単 な

る 「実在 的 な もの」 を 「観念 的な もの」へ と転 回 させ 「実在 的な もの 」 の内へ 「観念 的

な もの」 を定立す る ことによって 「自然過程」 の系 列の内 に現 れ るもの を 「観 念的 な も

の」 と 「実在的 な もの」 との両面 を持 つ もの とす る 他の原理が考 え られ る。 それが 「観

念的原理」 と呼 ば れる第二の原理 で ある。そ して さ らに第三 に 「自然 過程」 において実

現 され るべ きものが過程 全体 を導 いてい く目的の原理 として考 え られて い る。 「自然過

程」 は これ らの 三つの原 理 の所 産 と して上述 の 本質 を持つ過 程 なので あ る(V緋"Dar-

stellungdesphilosophischenEmpirismus"1-10-225-286)a

「自然過程 」の本 質 的構 造はそれ に内在 的 な見地 か らは以上の よ うに要約で きる。 こ

の ような構造 を持 つ 「自然 過程」 は、 それが神 によ る世界創 造の過程 として把握 しなお

される ことによって、 いかなる姿 において現れ て くる ことになるのだ ろうか。

II

i.

シェ リングの考 える世界創造 以前の神 の存 在の本質 は 「孤独 な もの」(2-3-260)と い

う言葉 に端 的 に表 現 されてい る。神 の存在 は自分 の この存在以外 の もの を持 たない存在

であ る。 しか しこ のこ とは厳密 な意 味で受 け取 られ ていなけれ ばな らない。 それは 自分

の この存在 以外の もの を現在持 って いない とい うだ けではな く、以前 に も持 っていた こ
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とのない、つ ま り 自分の この存在以 外 の もの を前提 している とい う こ ともない存在 とし

て考 え られ なけれ ば な らない。 も し神 の存在 が 自分 の この存在以外 の もの、つ ま り別の

在 り方 を前提 し、 それ を否定 す るこ とに よって この 存在へ と到達 した とい うのであ るな

らば、それ は 自分の この存 在以外 の もの との必然 的関係 の うちに置か れるか らで ある(2-

3-263)。 自分の この存在 以外 の ものか ら解 き放 たれて いる とい う意 味におい て、つ ま り

「あ らゆる関係な い し結 合か ら完全 に 自由であ る」 とい う意味 におい て神の存在 は 「絶

対 的(absolut)」 な存在で ある(2-3-261)。

2.

神の 「絶 対的」 存在 はその内 的構 造 に関 しては 「一 様で空虚 な」 もので はな く 「分肢

化 され た、 自己 自身の内 にお いて多重で ある と同時 に一重 な」 ものであ るとされ る(2-3-

238)。 神 の 「絶対 的」 存在が 「多重であ る と同時 に一重」 であ る とは神の 「絶対 的」存

在が、 ただ しあ くまで全体 と しての それが複数 の規 定 を持つ こ とを、 い わばそれが複数

の姿、 「形 態(Gestalt)」 において立 ち現 れてい るこ とを意味 している。 したが って これ

らの複 数の 「形態 」 は、それ らが全体 と しての神 の 「絶対 的」 存在の 複数 の規定で ある

が故 に、 この存在 の一部分 に割 り当て られ うる ような もので はな く(2-3-239)、 むしろ三

つの 「形態 」 は この 存在 にお いて 同 じ場 所 にあ り、 この意 味 で 「相互 内在 的(ineinan-

der)」 に統一 されてい るのであ る(2-3-238)。

しか し神 の 「絶対 的」存 在 は無限定 に複 数の 「形 態」 を持 つ ので はな く、それ はただ

三つ の、た だ し一 定 の位階 において 考 え られる 「形 態」 を持 つ もので ある。 しか しこの

位階 は時聞的前後 関係 を意味 しない 。つ ま りた とえば 或 る 「形 態」が他 の 「形態」 の後

に続 いて生 じ、そ の ように して神の 「絶対 的」 存在 が三つ の 「形態」 か ら継 起 的に合 成

され てい るの では ない。そ うではな く神 の 「絶 対的 」存在 の三つ の 「形 態」 は一挙 に定

立 されてい るのであ る(2-3-258-259)。 それ に もかか わ らず一挙 に定立 されてい る三 つ

の 「形態 」 は前段 階の 「形態」無 しには考 え られず、 この意 味で第 三 の 「形 態」 は第二

と第 一の 「形態」 を前提 し、第二の 「形態」 は 第一の 「形 態」 を前提 してい るのであ る

(2-3-237)

神 の 「絶対 的」 存在 の第一 の 「形態」 は単 に 「ansich」 に存在 しているそれで ある。

「ansich」 に存在す る とは 「内面 的(111sich)」 に存 在す るこ とを、 な い しは 「中心 的

(zentrisch)」 に存在す る ことを意味 してい る。 しか し 「内面 的」 に存在 する もの は同時

に外化 しうる もの 、あ るいは シェリ ングに とって は 同義 なのであ るが 「漕勢」 か ら 「現
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勢」へ と移行 しうる もので もあ る。 この こ とを顧 慮 して単 に とい う語 が付加 されてい る。

す なわち第一の 「形 態Jに お ける神 の 「絶対 的」 存 在 は自分 に 「外面 的」 存在 を与 えな

い 限 りでの 「内面 的」 存在、 「現 勢 」へ と移行 しな い限 りでの 「潜勢 」 とい う意味 で単

に 「ansich」 に存 在 してい る ものなので ある(2-3-251-254,257)。

神 の 「絶対 的」存 在の第二 の 「形態」 は単 に 「fUrslchjに 存在 して いるそれであ る。

第二 の 「形態」 は第一の 「形態 」 とは全 く逆 の規定 を持 つ。それ は単 に 「外面 的(auf3er

sich)」 に、 あるい は単 に 「脱 中心 的(exentrisch)」 もし くは 「周 辺的(peripherisch)」 に

存在 してい る もの 、つ ま りその内に 「内面 的」 存在 を持 たない単 なる 「外 面的」存在 、

「漕勢 」 を持 たない単 なる 「現 勢」で ある(ibid.)。神 の 「絶対 的」存 在 の第 三の 「形態」

は 「beisich」 に存 在 しているそれ で ある。 第 三の 「形態」 はそ こに おいて第一 の 「形

態」 と第二の 「形 態」が不可 分に統 一 され てい るもの、不可 分な仕方 で両 者で ある よう

な ものであ り、そ の限 り単 に第一の 「形態」 で も単 に第二 の 「形態」 で もない ものであ

る。第三の 「形態」 は 「外面 的」 存在で あるが、つ ま り外化 しているが 自分 の 「内面的J

存在 を喪失せず 、 自分 自身の元 にと どまる とい う意 味で 「beisich」 に存在 する もの と呼

ばれてい る(ibid.)。

要 する に神 の 「絶 対的」存 在は第 一の 「形 態」 にお いて単 な る 「内面 的」存在 なので

あ るが、 この 「形 態」 を基礎 とす るこ とに よって、 つ ま りそ こに己の 「内面 的」 存在 を

(そ れがそ こか ら外 に出 ている ところの もの を、或 いはそれがそれ に対 して いる ところ

の もの を)補 う ことによって第二の 「形態」 におい て、その内 に 「内面的」存在 を持た

ない単 な る 「外面 的」存在 として 自己の外へ 出てい る。 しか し第二の 「形 態」 において

自己の外 へ 出ている神 の 「絶対的」存在 はこの 「形態」 に とどまっているの ではな くて、

さらに 自 己の 内 へ と還 帰 して い るこ とに よっ て第 三 の 「形 態 」 にお いて単 に 第一 の

「形態 」 で も単 に第二 の 「形 態」 で も ない 全体 と しての 自己 と して存 在 して い るので

あ る(2-3-257)。

3.

神 は神 の 「絶対 的」 存在 において 「相互 内在 的」 に統一 されてい る三つ の 「形態」 の

「前 ・超物質 的統 一性(vor-undubermaterielleEinheit)」(2-3-241)で あ る とされ る。 こ

の こ とは第一 に神 は三つの 「形態 」 の 「統一性」 そ の もの であって三 つ の 「形態」 の他

に存在 す る何 か 別の或 る もの、第四 の もので は ない とい う こ とを意 味 してい る(2-3-

259)。 しか しさ らに第二 に神 は三つの 「形 態」の単 なる 「物質 的統 一性」 としてで はな
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く 「前 ・超 物質 的統 一性 」 と して考 え られて い る。 この こ とは 神 は三つ の 「形 態 」の

「統 一性」 その もので あるが、神が この ような もの である ことは神 の 「絶対 的」存 在 に

おいて三つ の 「形 態」が 「相 互内在 的」 に統一 され ている ことに制約 され る もので はな

く、反対 に神 の 「絶対 的」 存在 にお いて三つの 「形 態」 が 「相互 内在 的」 に統 一 され て

いる ことは神 が三 つの 「形 態」 の 「統一性 」で ある こ との帰結 にす ぎ ない とい うことを

意 味 して いる(2-3-270-271)。 したが って仮 に存 在 にお いて三つの 「形 態」が 「相 互内在

的」 に統一 されて い ない として も、 その ことは神 が 三つの 「形態 」の 「統一性 」で ある

ことに些 かの影響 も与 えず、神 は三 つの 「形態」 の 「rTit,一'性」 であ り続 けるであ ろ うし

(2-3-268,270)、 この ことに よって さらに存 在 にお いて三つの 「形 態」が一 つの場所 にあ

るこ とを強制 し、存 在にお ける三つ の 「形態」 の 「相互内在 的」 な統 一 を帰結せ しめる

であ ろ う(2-3-280)。 この意味で神 は三つの 「形態」 の 「単 なる存在の面 か らの」 「統

一性」 では な く 「本性の面 か らの」 「統 一性 」(2 -3-268)と して 「超物質 的な、 まさに

それ故 に解 くこ とので きない統一性」(2-3-280)な のである。

皿

1.

前節 にお いては世 界創造以 前の神 の存在 が 自分の こ の存 在以外 の もの を持 たない、つ

ま り必要 と しない 「絶対 的」 存在で あるこ とが確認 された。そ れ故 またそれ は 自分 の こ

の存 在以外 の もの 、別 の在 り方 を前 提 し、それ を否 定 する ことに よっ て この存在 に到達

したので はなかっ たf.し か しシェリ ングに よれ ば神 の 「絶 対的」存 在 その ものにおいて

別の在 り方 の可 能 性が描 きだ され て いるのであ る。 ただ し神の存在 が 自分の この存在以

外 の もの を必要 と しない 「絶 対的」 存在 であ る限 り、この可能性 は 「た だ排 除 され えな

いだけの もの」 と して、 つ ま り神 の 「絶対 的」存在 に とって は必然 的 な もの ではな く、

む しろ偶然 的 な もの として描 きださ れてい るの であ る。 しか もそれは 単 に描 きだ されて

いる にす ぎない。 つ ま りこの可 能性 は現実 に定立 され ない限 り 「無(Nichts)」 であ り、

いか なる実 在性 も持 つ もので はな く、実際に定立 された場合 にのみ 「あ る もの(Etwas)」

とな りうる ような ものなので ある(2-3-263-264)。 それはいか なる実在性 も持 たない もの

と して神 の 「絶対 的」 存在 におけ る単 なる 「現象」で ある(2-3-268)。

2.

別 の在 り方の可 能性 が神の 「絶対 的」存在 におい て描 きだされ てい るのは神の この存
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在の三 つの 「形態 」 が別の存在 を構 成す る同数 の可 能性 と して見 られ るこ とに よってで

あ る(2-3-264-265,267)。 しか し忘れて はな らないの は、 別の在 り方 の可能性 が神 の 「絶

対的」存在 にお け る 「現象」 である 以上、別 の存 在 を構 成す る可 能性 と しての神の 「絶

対的」存在 の三つ の 「形態」 とい うの も、い かなる 実在性 も持 たない 単 なる 「現象Jで

あ り、 それ らは現 実 にはた だ神 のこ の存在の三 つの 「形態」 としての み存在 してい る と

い うこ とであ る。

神の 「絶 対的」存 在 におい てその 可能性が描 きだ されて いる他 の存 在 とは神 の この存

在 にお いて 「相互 内在的 」 に統一 されてい る三 つの 「形態」 の 「相互 外在 的」 な 「不和

(Spannung)」 におけ る存在 である とい うこ とがで きる。 しか し三 つの 「形態」 の 「相互

外在 的」 な 「不和 」 におけ る存在 とい って も、それ は単 なる静 的な分裂 状態 では あ りえ

ない。 とい うの は神 は三つの 「形態 」 の 「前 ・超 物質 的統一性」 と して これ らが存在 に

おい て一 つの場所 にある ことを強制 し、存在 におけ る三つ の 「形 態」の 「相 互内在 的」

な統一 を帰 結せ しめるだ ろうか らで ある。 したがって 三つ の 「形 態」の 「相 互外在 的」

な 「不和」 にお け る存 在 とは、 それ を通 して三 つの 「形態」 の 「相互 内在 的」 統一が 回

復される ような、しか もこの運動のなかで神 の 「絶対的」存 在 にお いては 「相互 内在的」

に統一 されて いた三つ の 「形 態」が互 い に区別 され 「相互外在 的」 に現れて くる ような、

その ような力動 的 な 「不和 」 と して 考え られ るべ き ものなので ある。 つ ま りそれ は 「抵

抗 によって妨 げ ら れた、 しか しまさ にそれ故 に 自己 の諸契機 において 区別 され うる、概

念把握 しうる現勢 、要す るに過程」(2-3-277)に 他な らないのであ る。

「過程」 の直接 的可 能性 は神 の 「絶対 的」存在 の第 一の 「形態」 で あ る。 それは単 な

る 「内面 的」 存在 で ある限 りにお い て三つの 「形態 」 の 「相互 内在 的 」統一 の、それ故

また神 の 「絶対的 」存 在の 「根拠」 であった。 しか しこの ような もの であ る ことを止 め

て 自分 に 「外 面的 」存在 を与 えるな らば、それ は今 度は三つの 「形 態 」の力動 的な 「不

和」 の発端 とな る。 それは 「排除 的 に」作 用す る。 つ ま りそれ は 「現 勢」へ移行 す るこ

とに よって存 在 を独 占 し、他の 「形 態」 を存在か ら 「排 除」 し 「潜 勢」 の状態 に定立す

る。 しか し本来 は第一 の 「形態」 は 「現 勢」の状態 においてで はな く 「潜勢」 の状 態 に

おいて存在 す るよ うに定め られ た ものであ る。 した がって 「現勢」 へ と移行 した第一の

「形態」 は存在す べ きでない に もか かわ らず存在 している もの とい う ことが で きる。そ

して この存 在 して いるが本来 は存在 すべ きで はない もの とい う意 味に おい てそれは 「存

在 すべ きでない も の」 と呼ばれ る。 それ故第一 の 「形態」 は 「過程」 を構成 す る もの と
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しては、そ の直接 的可能性=「 直接 的 に存在 しうる もの」 に して 「存 在 すべ きでない も

の」 であ る(2-3-265-267,278-279,284-285)。

「過程」 の第二 の可能性 は 「存在 すべ きでない もの」 に よって 「潜 勢 」の状態 に定立

される神の 「絶対 的」存在 の第二の 「形態」 であ る。第二 の 「形態」 は第一の 「形 態」

に己の 「内面 的」 存在 を補 うことに よって 自分の 内 に 「内面的」存在 を持た ない単な る

「外 面的」存在 で あ るこ とがで きた 。 しか し第一の 「形態」 が 「現勢 」へ と移行 する こ

とに よって第二 の 「形態」 は 自分の 「内面 的」存在 を補 って くれ る もの を失 い自分 の内

に 「内面的」存 在 を持つ ように強い られる、つ ま り 「潜勢 」の状態 に 定立 される ことに

なる。 しか しそれ は 「潜勢」 の状態 に定立 された と して も単な る 「現 勢 」で ある ことを

止 める ことが で きない。 つま りそれ は 「存 在すべ きでない もの」 を再 び 「潜勢」 の状態

に定 立す るこ とに よって自分 を単 な る 「現勢 」の 内 に回復 しよう とす る。そ れは この よ

うな作 用へ と定 め られ てお り、その 限 りそれは 「過 程」 におい ては働 くか働 かないかの

自由を持たず 、必 然的 に働 かなけれ ばな らない もので ある とい うこ とがで きる。 この意

味 でそれ は 「存 在 しなければな らない もの」 と呼 ば れる。第二の 「形 態」 は 「過程」 を

構成 す るもの としては それの第二の 可能性 、第二 の 「存在 しうる もの」 に して 「存 在 し

なければ な らない もの」 なのであ る(ibid.)。

「過程」 の第三 の可能性 は 「存在 すべ きでない もの」 に よって第 二 の 「形態」 と同様

に、た だ し これ よ りも深い 「潜勢 」 の状 態 に 定立 され る神 の 「絶対 的」存 在 の 第三の

「形 態」で ある。 第三 の 「形 態」 は第一 の 「形態」 が単 な る 「潜勢」 に とどま り、三つ

の 「形 態Jの 「相互 内在的」統一 の 「根拠」 であ る限 りにお いて存在 するこ とがで きた。

しか し第一 の 「形 態」が 「存 在すべ きで ない もの」 とな り三つの 「形 態」の 「相 互内在

的」統 一が破壊 され るこ とに よって 第三 の 「形態」 も存在 か ら 「排 除」 され 「潜勢 」の

状態 に定立 される 。た だ しこの 「潜 勢」 の状 態 は第 二 の 「形態」が定 立 され るそれ よ り

も深 い。 とい うの はそれ は 「過程」 の最後 に、つ ま り 「存 在 しなけれ ばな らない もの」

が 自分 を単 なる 「現 勢」の 内に回復 す る ときに、 「潜勢」 の状態 に連 れ戻 され再 び三つ

の 「形 態」 の 「相 互内在 的」統 一の 「根拠」 となっ た 「存 在すべ きで ない もの」 に よっ

て定 立 され るこ とにな るか らであ る。 しか し 「過程 」 の最 後に定立 さ れ るもの はその 目

的 とい うこ とが で きる。 この 「過程 」の 目的 とい う意味 でそれ は 「存 在 すべ き もの」 と

呼 ばれ る。 それ故 第三の 「形態 」 は 「過程」 を構成 す る もの としては それの第三 の可能

性 、つ ま り最後 に 「存在 しうるもの」 に して 「存在 すべ き もの」 であ る(ibid,)。
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別の在 り方 の可 能 性が神 の 「絶対 的」存 在におい て描 きだ され てい るの は神 の この存

在 の三つの 「形態 」 が別の存 在 を構 成す る同数の可能 性 として見 られる ことによってで

あった。 しか し三 つの 「形態 」の力 動 的な 「不和」 に おけ る存在 とは 「存在すべ きで な

い もの」の 出現 に 始 ま りこの ものの 「存在 しなけれ ば な らない もの」 に よる否定 を経て

「存 在すべ きもの」 の実現 に至 る 「過程」 に他 ならな い。 それ故 この よ うな 「過程 」の

全体 が、神 の 「絶 対的」存 在の三つ の 「形 態」が 「過程」 を構 成 する 三つの 「存在 しう

る もの」 と して見 られ ている ことに よって、 この存 在 その もの におい て描 きだされてい

るのであ る。

3.

神 の 「絶対 的」 存 在 において描 きだされてい る三つ の 「形態」 の力 動的 な 「不和 」の

「過程 」の 「現 象」 は次 の ような=:重 の意義 にお いて神 にとって 「好 ま しい もの」(2-3-

268)で あ り 「楽 しみ と決 して止 む ことのない喜 びの対象」(2-3-274)で あ るとされ る。

第一 にこの 「現 象」 は神 に 「自分 に気 づ く(sichinnewerden)」 こ とを可 能 な らしめる

とい う意義 を有 し、 この意 味で神 に とって 「好 ま しい もの」であ る と され る。 「自分 に

気 づ く」 とは自分 が三つ の 「形態」 の 「前 ・超物質 的統一 性」で ある ことに気づ くとい

う ことに他 な らな い。 つま り神 は三 つ の 「形態」 の 「不和 」 にお ける存 在が 自分 に とっ

て可 能な在 り方 と して示 され ること によって 自分が 存在 において三 つ の 「形態」が 「相

互 内在的」 に統 一 され ていない と して も三つの 「形 態」 の 「統一性」 であ り続 ける もの

である ことに気 づ くので ある(2-3-269)。 このこ とは簡単 にいえば神が 自分が存在 に拘

束 されてい ない 「自由」 な もの、そ れ故 「絶対 的」 存在 と三つの 「形 態」 の 「不和Jに

おける存在 とい う二つ の在 り方が 「どち らで あって も構 わ ない(gleichgiiltig)」 ものであ

るこ とに気づ くとい うこ とを意味 してい る。つ ま り神 は自分 を神の 「絶対 的」存在 か ら

自由な もの として見い だす とと もに(2-3-268)、 自分が三つ の 「形態」 の 「不和」 にお

ける存 在 に対 して も自由な もの、 それを定立 しうる ものであ るこ とに気づ くのであ る(2-

3-269)。 それ故 ここには この存在 を 「欲す るこ とがで きる」 もの、つ ま り 「意志」 とし

ての 自分 に気づ くとい う意 味 も同時 に含 まれ てい る(2-3-268)。 す なわち神 は 自分が存

在 か ら 「自由」 で あ り、二 つの在 り方が 「どちらで あって も構 わ ない」 もので あるが故

に、 どち らの在 り方 であ ろう ともそれ を 「欲 す ることがで きる」 こ とに気づ くので ある。

シェ リングに よれ ば神 の名 は 自分 に 「私 は 自分が成 る ところの ものに 、す なわち自分が

それであ ろ うと欲 す るところの もの に成 る。 この もので あるか他 の ものであ るかは私の
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意志 にのみ依存 してい る」 と言い うる もの にのみ相応 しい のであ る(2-3-269-270)。

第二 に この 「現 象」 は神 の内 に 「認識」(2-3-274)を 生ぜ しめ るとい う意義 を有 し、

この意 味 にお いて それ は神 に とって 「楽 しみ と決 して止 む ことの ない喜 びの対象」 とな

る。 「認識」 とは 「自分 をその様 々 な形態 におい て分離 し区別す る こ と、あ るいは 自分

を様 々な形態 の各 々において特別 に定 立 し認識す る こと」(2-3-273)を 意味 している。

しか しこの こ とは 三つの 「形態 」が 「相互 内在的」 に統一 され ている神 の 「絶対 的」存

在 において は不可 能なので ある。三 つ の 「形 態」が互 いに区別 され 「相 互外在 的」 に現

れて くる 「過程 」の 「現 象」 において初 めて神 は 自分 を 「そ の存在 の全完全 性 にお いて」

(2-3-277)「 認識」 しうるよ うにな るのである。

N

1.

前節 におい ては神 が 「絶対 的」存 在 に止 ま るか別の 存在 つ ま り 「過 程」 を定立す るか

につ いて完全 に 「自由」で あ り、そ れ故 それ を定立 す る しない は神 の単 な る 「意志 」 に

依存 してい る,ことが確 認 された。 と ころが神 は 「過 程」 の可 能性 を単 なる可能性 の まま

にと どめてお かなか った(2-3-303-304)。 しか し、 とシェ リングはい う、神が 「盲 目的

に」行 為へ と駆 り立 て られ る とい う ことは考 え られ ない 限 り 「過程」 を定立 した となれ

ばそ こには何 らかの 「動機」 がな けれ ばな らない(2-3-271)。

しか し神 は自分 自身のた めに 「過 程」 を定立 したの で はない、 また仮 にそ う しようと

して も 「過程」 は神 にとっては何 も 「成果 が ない(ohneResultat)」(2-3-277)が 故 に、神

は自分 自身の ため に 「過程」 を定立 す るこ とはで き ない。 この ことは次 の二重 の観 点か

ら確認 され る。第 一 に神が その存 在 の在 り方 に全 く影響 される ことな く三つの 「形態」

の 「統 一性 」 と して存立 し続 ける もので ある ことは既 に見 た。それ故 「過 程」の定 立に

よって神 の存在 の在 り方が、 つま り 「絶対 的」 存在 が 「過程」 に、 そ して直接 に所有 し

てい るのでは ない媒 介 され た 「絶対 的J存 在へ 変化 す るとはい えて も、神 その ものが変

化 した とい うこ とはで きない。そ の限 り 「過程」 の定立に よって も神 は神 のま まで あ り、

この意 味で神 に とっては何 ら新 た なこ とは生 じて いない とい うこ とがで きる(2-3-271)。

第二 に神 は 「過程 」 の 「現 象」 に おい て 自分 を 「そ の存 在の全 完全 性 にお い て」予 め

「認識」 してい た。 それ故 「過程 」 を定立 した として もそこには神 に とって何か新 しい

こと、つ ま り神が 予 め 「認識」 して いたの でない こ とは何 も生 じない とい うことが で き
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る(2-3-277,286)。 この二重 の観 点 にお いて 「過程」定 立が神 にとって 「成果が ない」 と

い うこ とか ら、 「過程 」の(そ れの外観 は どうで あれ)本 質が、神が 己の 「絶対 的」存

在 を媒介 された もの とす るため に定立 した 「神 産出の 過程(theogonischerProcel3)」 で

も、 自分 をその存在の全 契機 におい て 「認 識」す るために定立 した神 の 自己 「認識」 の

「過程 」で もない こ とが明 らか になる。

それ故神 は自分 以外の もののため に 「過程 」 を定 立 したのであ り、 神 がそれの ために

「過程」 を定立 した 自分以外 の もの とは 「過程」 を定立す る ことによ ってのみ生ず るそ

の本来 的 「成果」 でなけれ ばな らない(2-3-277)。 しか しその ような もの は 「意識 」以外

に はない。つ ま り 「過 程」 にお いて は 自分の外 に出 て 「存在すべ きで ない もの」 となっ

た神の 「絶対 的」 存在 の第一の 「形 態」 が 自分 の内 に還 帰す るが 「再 び 自分 自身の内 に

連 れ戻 され る 自分 の外 に存 在 して い る ものは、 しか しまさにそれ故 に 自分 自身へ到 来 し

た もの、 自分 自身を意識 してい る もの」(2-3-287)な の である。 しか し 「過程」 は 「人

間(最 高 に して最 後の被造物 としての)に おい て自分 自身 を意識 してい る ものの段階

的な 自己到来J(ibid.)と して定立 され た。 もちろん神 に とって は、 自分 の存在 につい ては

既に 「認識」 してい るのだか ら、 この 「膚己到 来」 が無媒介 な もの であって も構わ ない、

つ ま りあ らため て現 実に 区別 してみ る必要 はない(2 -3-286)。 しか し神の 「意 図」 は こ

の 「自己到 来」 を媒介項 を持 った段 階的な もの とす る ことによって、 神の存在 の全契機

を 「単 に区別 され うる」 もの と してで はな く 「現実 に区別 され、個 別 に感 じられた」 も

の として 「意識 」 の内 に流 れ込む よ うに し、 この よ うなかたちで 自分 以外 に神の存在 の

全契機 を知 ってい るような 「意識」 を作 り上げ るこ とにあ ったのであ る(2-3-287 ,304)。

しか し 「現実 に区 別 され た」神 の存 在の諸契機 とは 具体的 にはこの 「過程」 を通 して産

出 され る 「被造物 」 を意味 している 。それ故 ここに 「過程」の本 質が 、そ の内に神の存

在の全 契機 が 「現実に 区別 され、個別 に感 じられ た」 もの と して統 一 されてい る 「意識 」

を産み 出すため に定立 された 「創造 の過程(Sch6pfungsproceB)」 と して明 らか になるの

である。

2,

神 は己が定立 した 「創造 の過程」 における 「原 因の原 因」(2-3-292)と なる。無論 こ

の語 は神が今や 「存在 すべ きでない もの」 「存 在 しなけれ ばな らない ものJ「 存 在すべ

きもの」 となった神 の 「絶対 的」 存 在の三つの 「形 態」 の 「前 ・超物 質的rJ性 」であ

ること を意 味す る もの に他 な らな い。三 つの 「形態 」 の 「不和 」 にお いて もそ れ らの
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「統一性 」で あ り続け るこ とに よって存在 におけ る三つ の 「形態」 の 「統 一性」 を強制

す る とい うこ とは 、 ここでは神が各 々異 なった こ とを意志 す る 「不和 」 にお ける三つの

「形態 」 を一 つの ことに協 同せ しめ、 「それ らの超 物質的原 因がそれ 自身(統 一性)で

あ る ところの過 程の物質 的諸原 因」 た らしめ るこ とを意味す る(2-3-280)。 この とき神

は二 つの側面 、つ ま り神 は三つの 「形態」 が個別 に な してい るこ とを 自ら行 ってい るわ

けではない とい う側面 としか しそれ らを一つの こ とに協 同せ しめ てい るの はやは り神で

ある とい う側面 を併せ持 ってい る とい う ことが で きる。 この こ とに着 目す るな らば、確

かに神は 「過 程」 の外 に とどま り、 決 して 「過程」 の内に身 を投 ず る ことが ない とい い

うる とと もに(2-3-292)、 それ に もかかわ らず やは り神 は 「過程」 におけ る一切 を支配 し

てい る 「意志 」 なのであ る(2-3-290)。

「存在すべ きで な い もの」 「存在 しなけれ ばな らな い もの」 「存在 すべ きもの」 はこ

の 「過程」 の三つ の 「物質的原 因」 となる(2-3-279)。 第一 の ものは この 「過程 」の きっ

かけ を与 える もの 、 「この過程 の誘因」(ibid.)で あ る と同時 に 「過程 」 において は、 あ

くまで 「存 在すべ きでない もの」 と して存立 し続 け ようとす る 「意志 」 として 「克服 の

対 象、そ してそれ故 全過程の基体 、 ヒュボケ イメノ ン」(2-3-289)と な る。 他方 「存在

しな けれ ばな らな い もの」 はただひ たす ら 「存 在す べ きで ない もの」 を 「潜勢」 の状態

に連れ戻 そ うとす る 「意志」 として 「過程」 にお ける 「動 力 因」 とな る(2-3-279,289)。

しか し 「存 在すべ きもの」 は 「その単 な る意欲 に よ って本来 的な活動 無 しに各 々の生 成

物 をそれの段 階 に おいて保持す る もの」 も しくは 「過程 の問、それ に よって過程 の諸段

階が規定 され る運動 の制御力vismoderatrixで あ り、各 々の段 階に停止 を命 じ、そ の結 果

現実 に異な り、区別可 能な諸契機が存立 す るようになる力」 であ ると され る(2-3-289)。

この こ とは 「存在 すべ き もの」 が無 条件 的に 自分の 「意志」 を貫 こう とする他 の二 つの

「原 因」 を自 らの下 に服 さ しめてい る高次 の 「原 因」で ある ことを意 味 して いる。つ ま

りそれは 「存在 すべ きでない もの」に は 「存在 しなければな らない もの」 に よる 「潜勢 」

の 「変様 」 を受 け 入れ るように命 じ、 また 「存 在 しなければな らない もの」 には 「存在

すべ きでない もの」 を一定程 度以上 に克服 しない よ うに命 ず るこ とに よって 「存在 すべ

きでない もの」 の段 階的な克服 を可能 にす る もの なのであ る。 しか しこの第三の 「原因」

は 「存 在すべ きもの」 として 「過程」 の 「目的因」 で もあ る(2-3-279)。 つ ま り 「存 在

すべ きもの」 の制御 の下に 「存在 すべ きでない もの」は 「存在 しなければな らない もの」

に よって各瞬澗 に 一定 の程 度 「潜勢 」 の状態 に定立 される。 しか し既 に見た よ うに 「存

一11一



在すべ きで ない もの」 は自分 の代 わ りに 「存 在すべ きもの」 を定立 す る こ とな しには

「漕勢」 の状 態 に連れ 戻 され るこ とはで きない。 つ ま り 「潜勢」 の状 態 に連 れ戻 され る

「存在すべ きもの 」 とは同時 に自分 の代わ りに各 瞬 間に一定 の程 度 「存在すべ きもの」

を定立す る もの な のであ る。 その限 り 「存在すべ き もの」 は 「存 在す べ きでない もの」

に とってはその 「自己到来」 の運動 の 「目標」 であ る と、つ ま りそれ は 「克服 された意

志 にとって全過程 の問 目標 と して(手 本 、exemplarと して)前 に漂 っている もので あ

り、 この もの にお いて 克服 され た意 志 は言 わば 自分が範 とす る もの を持 ち 、そ して 自分

の うちに表現 しよ うとす る もの を持つ」(2-3-288)と い うこ とがで きるのであ る。

しか しこの ことか ら 「被造物」 が神 の 「絶対 的」存 在 と同様 に三つ の 「形態 」 を持つ

もの と して産出 さ れる ことが理解 される。 とい うの は 「存在すべ きで ない もの」が 「存

在 しなければ なら ない もの」 に よっ て各瞬間 に一 定 の程度 「潜勢 」の 状態 に定 立 され る

とい うこ とは、 同時 に 「存在 しなけ れば ならない もの」 が この 「変様 」 において各瞬 間

に一定 の程 度 自分 を実 現す る こ とを、 さ らに各 瞬間 に一 定の 程度 「存在 す べ き もの 」

が定立 され る こと を意 味 して いる か らで あ る。 この ように して 「存 在す べ きで ない も

の」 を 「基体」 と してそれ の克服の 程度 に応 じて、 そ こ にお い て根 源 的 「統 一性 」 が

回復 され る 「人間 の意識」 に まで 至 る、 「最 高 の統 一性 の模 像(Abbildungderhochsten

Einheit)」(ibid.)の 系列 が産 出 されるので ある。

シェ リングの世 界創造論 は以上 の ような概要 を持 つ 。 この叙述 を回顧 してみるな らば

我 々 は彼が 「自然 過程」 を神の存在 か ら、つ ま りた とえばその三 つの 原理 を神 の存 在 を

構成 す る三つの契機 か ら、 またその所 産であ る 「被造物」の構造 を神 の存 在の構造 か ら、

それぞれ をそれの 根源 か ら把 握 しなお してい るの を 見て取 るこ とがで きる。我 々は この

世界創造論 の うちに 「自然過程」 がシェ リングに とって根源 的には どの ような ものであっ

たのか を見て取 る ことがで き、 この意 味におい てそ れを彼 の 「自然 哲学 」の最終 的な根

拠 づけ と見な しうるのであ る。

※ 引 用 等 はす べ てF.W.J.SchellingssammtlicheWerke.Hrsg.v.K.F.A-Schelling.Stuttgart-

Augsburg1856-61.に よ る もの で あ る 。 ま た括 弧 内 の 数 字 は そ れ ぞ れ 部 、 巻 、 頁 数 を 意 味

して い る

〔西 哲 史 博 士 課 程 〕
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Gott and NaturprozeB bei Schelling

Kouki ASANUMA

   Schelling hat die Naturphilosophie oder die Darstellung des Naturprozesses als ein Teil seines 

Systems von Jugend an bis zum seinen Tode aufbewahrt. Diese Naturphilosophie hat ihren Grund 

nicht in sick, sondern auBer sich, d.h. in dem , unvordenklichen ' Sein des Gottes. Aber Schelling 

entwickelte seine Gotteslehre in ihrem ganzen Umfang erst in dem letzten Phase seiner Philosophie, 

namlich in der , positiven ` Philosophie. In dieser wird der NaturprozeB nicht als solcher, sondern 

als der SchopfungsprozeB, den Gott gesetzt hat, um das Geschopf zu schaffen, dargestellt. Durch 

these Darstellung des Naturprozesses als Schopfungsprozesses erhalt die Naturphilosophie ihre 

Grundlage. 

   In diesem Aufsatz sehe ich die Schopfungslehre in der positiven Philosophie fur die Ietzte 

Begriindung der Naturphilosophie an and versuche das Gesicht des Naturprozesses als 

Schopfungsprozesses, das innerhalb der Naturphilosophie selbst verborgen bleibt, anhand der 

Schopfungslehre in Philosophie der Offenbarung ans Licht zu bringen.

-91-


